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 活 目的 
「生命のメッセージ展」とは、犯罪・事故・いじめ・医療過誤・一気  

飲ませ等の結果に理不尽に生命を奪われた方々が主役のアート展です。   
ひとりひとりの等身大のパネルをメッセンジャーと呼び、その足元には   
「生きた証」である靴を置き、遺された家族からのメッセージが書かれ 
ています。メッセンジャーと対面していただくことで、生命の尊さや重   
みを伝えています。 

 
 活 始 き か  
「生命のメッセージ展 in みえ」とは、三重県の大学連合開催の固有の呼称です。 

2009 年 12 月より、三重県内の大学から有志の大学生が集まり、「生命の尊さや重み」を発信することを 
目的に、2010 年に四日市文化会館、2011 年に鈴鹿市民会館、2012 年に川越町あいあいセンターで 
「生命のメッセージ展 in みえ」を３回開催してきました。 
今年度は 2013 年 3 月 3 日に亀山市文化会館 中央コミュニティセンターにて開催します。 

 
 バ 成 
大学という垣根を越えて、三重県内の５つの大学（皇學館大学、鈴鹿医療科学大学、鈴鹿国際大学、三重大 

学、四日市大学）に通う大学生たちが有志で集まり、顧問や代表の力を借りつつ、大学生を中心に大学連合を 
組んで実行委員で運営しています。また、大学が異なり、話す機会や交流もなかなかできないため、会議のあ

る日や作業日の時に打ち上げを行なっています。 
    

代表：栗原輝雄（皇學館大学教授） 
顧問：鷲見三重子（「生命のメッセージ展」実行委員） 

仲律子（鈴鹿国際大学准教授） 
実行委員：皇學館大学 5 名、鈴鹿医療科学大学 5 名、鈴鹿国際大学 4 名、 

三重大学 12 名、四日市大学 4 名  (計 30 名の予定) 
 

  
今年度のテーマを「希」とし、メッセンジャーから生きることを感じていた

き、生きるエネルギーとなる「希望」を受け取っていただけるようなメッセ

ジ展を創っていこうと思っています。また、今回のメッセージ展では 2001
に起こった附属池田小事件についての特別ブースを設ける予定です。現副実

委員長が事件当時附属池田小学校の 6 年生でした。彼女の「事件を風化させ

くない」「事件を経験したからこそ伝えることができる命の大切さを発信し

い」という思いからこの企画が始まりました。事件で命を奪われてしまった   

天使たちをお迎えする予定です。 
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また、開催に向けて現段階では主に[協賛][広報][文集]の３班に分けて活動しています。 
 

[協賛]： 開催にはたくさんの費用がかかるため、開催地である亀山市   
の企業や店舗に電話や直接訪問することでメッセージ展の 
趣旨を理解していただいています。そして、協賛金という形 
で協力していただけないかお願いし、運営に必要な資金を集 
めています。協賛していただける企業にはカラーチラシや文 
集に広告を載せさせていただくようにしています。 

 
 

 
[広報]：当日多くの方に来場していただくために情報を発信しています。生命のメッセージ展 in みえ 

の開催を多くの方に知ってもらうこと、またメッセージ展の目的である「生命の重み」を感じて 
いただくために、ＴＶ、ラジオ、新聞、雑誌等の広告媒体による宣伝の依頼をしています。 

 
 

[文集]：主に開催地にある各学校に依頼しに行ったり、文集の編集を行

ったりしています。今年度は開催地である亀山市内の小・中・

高等学校の児童生徒に対して生命やテーマの「希」について説

明を直接お話しに伺い、考えや思いを「みんなの願い事」にの

せて書いてもらいます。その一部を抜粋して１冊の文集を作り

ます。また、その作品を当日会場に展示します。文集は、参加

家族の方にも好評であり、そして作品をご覧に多くの方の来場

が見込まれる重要な役割であります。 
 

 
 ○今回開会式でマーチングドリルをしていただく亀山愛児園の園児に向けて 

当日なぜ演奏するかを知ってもらうため、①私たち一人ひとりの生命は大切なものであること ②生命の

メッセージ展について知ること ③当日、メッセンジャーみんなのためにマーチングをすること の３つの

ことを園児に興味を持ち、かつわかりやすくするために、パンダのパペットを惹きつけ役として、唄を歌っ

たり、絵本やペープサートでお話ししました。以下はお話した内容です。 
 
   ① 「しゃぼん玉」を歌い、歌の意味をお話します。 
   ②・「生」については『ちびゴリラのちびちび』を拡大してからラミネート加工しました。 
     ここではひとりひとりの生命はかけがえのないものだということを伝えます。 
    ・｢死」については『ずっとつながっているよ』の登場人物をペープサートで作り、 

不幸にも一緒にいられなくなった人たちがいることをメッセージ展の説明に 
つながるようにお話します。 

 ③・「生と死」について絵本を読んだ後に、家族や友達と一緒にいられなくなった人がメッセンジャーに

なったこと、メッセージ展についてお話します。 
  ④ ①②③ のことを踏まえて、当日はメッセンジャーのために演奏してねとお願いします 

54



 
 
○また、冒頭にも記載しましたが、附属池田小事件を間近で体験した  

副実行委員長が「事件を風化させたくない」という思いを、 
当時小学６年生ながら感じた気持ちや行動を体験談と教師になる人  
たちに向け、鈴鹿国際大学、三重大学、皇學館大学で行いました。 

 
 
 

 現在 向 夢 
今後の予定は４点あります。①開催に向け継続して協賛活動をしていくこと ②メディアと連携をとり広報活

動を進めていくこと ③会場の設営をどのようにすればメッセンジャーが輝けるか、来場者の方が見やすいのか、

興味を持ってもらえるかなどを具体的に考え、準備していくこと ④完成したカラーチラシ（次のページに今年

作成したものを載せておきました）や文集の確認や配布をしていくことです。 
 
これを読んで少しでも興味を持っていただければとても嬉しいです。「生命のメッセージ展 in みえ」より多く

の方が来場され、生命の尊さや重みを感じていただくことを通して、１人ひとりの生命に対する意識が変わるこ

と、そして、生命が守られる社会になることを願っています。 
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